滋 賀地区
	11） 湖東ブロック


	
	項　　　目
	　　　　　　内　　　　　　　容

	１
	聖体の年にあたって、教皇教書、司教書簡の実践
	各小教区において、左記の書簡等の教えを学ぶよう信徒に勧める。それに

ふさわしい活動や儀式を、小教区ごと、あるいはブロック全体で考えて行く。

聖時間（聖体顕示・告解・拝領）の集い。拝領後に特別な祈りと黙想などを

行う（彦根）。

	２


	小教区評議会規約


	各教会ともに今年中の完成を目標に討議を進める。規約にこめられる宣教

司牧の意義と目標を、分かち合いなどを通じて小教区全体の理解と実践に

広げて行く。

	３


	ブロックの連携の強化


	３教会の規模の違いや距離的なへだたりが大きいが、いろいろな信仰を

深める行事や活動を共に分かち合って行く。

黙想会、信仰講座（出前コースなど）、結婚講座等を共同で立案実施する。

オアシスの祈りの相互開催と参加。特に聖体の年にあたり、聖時間を持ち、

聖体への信心を深める。

	４


	青少年の信仰教育


	サマーキャンプ、ディスカバリー、侍者合宿、日曜学校、あるいは社会活動

などを通じて、同世代間の交流と信仰の理解を進める。しかし実施時期の

選択や実施内容について工夫を要する。参加者の確保が困難な教会が

ある。

	５


	滋賀協議会行事への積極的な参加
	安土セミナリヨでの記念ミサや行事、ウォーカソンや共同研修会への参加者

を増やし、信仰を同じくする喜びを分かち合う。

	６


	信徒使徒職への喚起、福音宣教の計画と活動


	信仰入門講座、聖書講座を小教区で計画し、地域社会へ知らせる。広報

活動の内容や方法を研究し、実施する。草津教会で成果をあげている地区

別集会を他の小教区にも広げて行く。

教会から遠ざかっている信者との連絡を図り、戻るような魅力ある、いやされ

る教会となるにはどうするかを、分かち合う。

	７
	外国人信徒との交流
	信仰の中心であるミサは、３教会ともポルトガル語、スペイン語、英語での

ミサが毎月行われ、地域に住む外国人信徒に大きな喜びを与えている。

しかし、別時間にミサが行われるため、日本人信者との交流が疎となるのは

残念である。相互に交流行事を計画し、コミュニケーションの不足を補い、

同じ信仰を持つ喜びを分かちあい、あるいは助け合うことが必要である。

３教会から離れた地域、特に甲西地区・八日市地区に外国人信徒が非常に

多くなった。現在の２人の司祭では対応しきれなくなった。外国人専任の

常駐司祭をもう１名増やしていただきたい。


